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今月のキーワード今月のキーワード
便宜供与

　多くはイメージ先行の感情的バッシングです。公務員の労働組合が労働者の権利と労働条件の向上のため
に声をあげ運動していることを、政府・財界は許せないのです。だから、公務員バッシングによって公務員
と民間労働者を敵対させ、公務員の労働組合を解体したいのです。

今月のキーワード今月のキーワード

公務員バッシング

自
治
体
労
働
者
が 

大
同
団
結

市
民
集
会
・
宣
伝
で
願
い
や
要
求
を
声
に

市
民
集
会
・
宣
伝
で
願
い
や
要
求
を
声
に

　もともとの意味は「手はずを整え、うまい具合にいくように援助する」の意味があります。組合事務所の
貸与については、使用者が組合に対して貸与する義務を負うものではありませんが、本来、使用者との団体
交渉等による合意に基づいて行われるべきだという過去の判例があります。

全
国
か
ら
「
ス
ト
ッ
プ
・

全
国
か
ら
「
ス
ト
ッ
プ
・

　
　
　

ザ
・
橋
下
」
の
反
撃
を

　
　
　

ザ
・
橋
下
」
の
反
撃
を

　

民
主
法
律
協
会
や
連
合
大
阪
法
曹
団
な

ど
法
律
家
８
団
体
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

こ
の
集
会
。
主
催
者
を
代
表
し
て
、
日
本

労
働
弁
護
団
の
宮
里
邦
雄
会
長
が
講
演
。

「『
思
想
調
査
』
は
歴
史
に
残
る
不
当
労

働
行
為
。
大
阪
は
基
本
的
人
権
を
ふ
み
に

じ
る
『
憲
法
特
区
』
に
な
ろ
う
と
す
ら
し

て
い
る
。
大
阪
の
問
題
は
す
べ
て
の
労
働

者
、
国
民
、
労
働
組
合
の
問
題
。
大
阪
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
全
国
に
知
ら
せ

『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
橋
下
』
の
反
撃
を
」

と
述
べ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
労
働
者
・

す
べ
て
の
労
働
者
・

　
　
　
　
　

市
民
の
団
結
こ
そ

　
　
　
　
　

市
民
の
団
結
こ
そ

　

大
阪
市
労
組
連
か
ら
は
竹
村
博
子
執
行

委
員
長
が
登
壇
。
２
０
１
０
年
の
「
府
民

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
住
民
の
要
求

は
「
財
政
が
厳
し
く
て
も
、
地
域
医
療
や

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
望
ん
で
お
り
ベ
イ

エ
リ
ア
開
発
な
ど
に
は
否
定
的
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
人
間
の
尊
厳
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
拒
否

の
た
た
か
い
で
数
々
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ

た
こ
と
、
さ
ら
に
現
在
も
組
合
事
務
所
を

本
庁
舎
に
置
い
て
、
裁
判
で
た
た
か
っ
て

い
る
こ
と
を
発
言
す
る
と
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

　

集
会
の
最
後
に
、
第
１
条
「
市
長
は
憲

法
と
法
律
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

や
、
第
６
条
「
市
長
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

安
易
に
削
減
し
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
の

「
大
阪
市
長
適
正
化
条
例
」
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
一
度
憲
法
の

精
神
に
立
ち
返
り
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
が

手
を
つ
な
ぎ
広
く
大
き
く
団
結
し
、
あ
ら

ゆ
る
市
民
団
体
と
も
共
同
し
て
運
動
を
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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と
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治
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と

組
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務
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裁
判
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公
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判
決

組
合
事
務
所
裁
判
の
公
正
判
決

　
　
　
　

求
め
る
署
名
に
全
力
を

　
　
　
　

求
め
る
署
名
に
全
力
を

　

橋
下
市
長
は
７
月
６
日
か
ら
始
ま
る
市

議
会
に
「
職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に

関
す
る
条
例
案
」（「
政
治
活
動
制
限
条
例

案
」）
を
提
出
。
８
月
１
日
か
ら
の
施
行

を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
案
は
「
労
使
間
ル
ー
ル
に
関

す
る
条
例
案
」
と
あ
わ
せ
て
、
大
阪
市
の

労
働
組
合
と
市
職
員
の
正
当
な
組
合
活
動

や
政
治
活
動
の
権
利
を
侵
害
し
、
職
員
の

組
合
活
動
と
政
治
活
動
を
委
縮
さ
せ
る
も

の
で
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
憲
法
に
抵
触
し

「
懲
戒
免
職
」
で
市
職
員
を
脅
す
、
こ
の

条
例
案
の
撤
回
を
要
求
す
る
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
市
労
組
連
・
大
阪
労
連
と

と
も
に
、
７
月
下
旬
よ
り
「
市
労
組
組
合

事
務
所
裁
判
の
公
正
判
決
を
求
め
る
要
請

書
」
へ
の
署
名
に
取
り
組
み
、
庶
民
の
暮

ら
し
と
雇
用
、
貧
困
と
格
差
の
解
消
、
そ

し
て
全
国
の
労
働
者
の
団
結
を
守
る
た
め

に
、
署
名
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

１２００人の労働者中之島中央
公 会 堂 に

「よし！」の掛け声と拍手

市民サービス切り捨ての市民サービス切り捨ての
どこが「改革」？！どこが「改革」？！

「
橋
下
市
長
に
、異
議
あ
り
!!
６
・
25
集
会
」

労
働
組
合
の
存
続
か
け
て 

た
た
か
お
う
！

　

橋
下
市
長
と
「
維
新
の
会
」
の
「
グ
レ
ー
ト
リ
セ
ッ
ト
」
の
矛
先
が
全
公
務

労
働
者
や
市
民
団
体
な
ど
に
向
い
て
お
り
、
も
の
を
い
う
職
員
や
団
体
を
排
除

す
る
こ
と
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
今
、
私
た

ち
公
務
労
働
者
は
、
組
織
の
ち
が
い
を
こ
え
て
共
に
手
を
つ
な
ぎ
団
結
し
よ
う

と
、
こ
の
集
会
を
出
発
点
と
位
置
づ
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

市
民
集
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
学
童
保
育
の

子
ど
も
た
ち
（
７
月
１
日
）　
　
　
　
　
　
　

「一歩もひかずにたたかう」
決意を述べる竹村委員長　

大阪市労組連と市労連の組合旗が並ぶ中央公会堂

職
場
の
現
状
と

公
務
本
来
の
仕
事
を
追
及

　

２
０
１
１
年
12
月
に
「
維
新
の

会
」
の
西
端
市
長
の
も
と
で
策
定

さ
れ
た
「
も
り
ぐ
ち
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
」（
案
）
は
、
財
政
危
機
や
耐

震
化
な
ど
を
理
由
に
、
保
育
所
の

集
約
・
民
営
化
、
公
立
幼
稚
園
の

全
園
廃
園
、
市
民
会
館
の
廃
止
、

市
民
検
診
の
有
料
化
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

守
口
市
職
労
で
は
、
こ
の
「
改

革
ビ
ジ
ョ
ン
」（
案
）
に
対
し
て

「
職
場
自
治
研
と
人
員
要
求
活

動
」
と
「
市
民
と
つ
な
が
る
活

動
」
の
２
つ
の
活
動
を
同
時
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
各
職

場
で
の
部
課
長
交
渉
。
こ
ん
な
今

だ
か
ら
こ
そ
、
職
場
の
現
状
と
本

来
の
公
務
の
仕
事
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
姿
勢
を
大
事
に

す
す
め
て
い
ま
す
。

市
民
と
対
話
し

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
出
し

　

市
民
団
体
と
も
「
守
口
の
街
づ

く
り
を
考
え
る
会
」
を
１
月
に
結

成
。
市
民
ビ
ラ
の
発
行
、
地
域
集

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
考
え
る
会
」
で

は
、
６
月
に
「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
多
く
の
市
民
と
対
話
し

よ
う
と
、
各
戸
を
訪
問
し
ス
テ
ッ

カ
ー
の
貼
り
出
し
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

訪
問
す
る
と
、「
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
を
初
め
て
知
っ
た
。
公
民
館
や

保
育
所
が
な
く
な
る
の
は
困
る
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
市
民
の
声
も
あ
り
、

４
種
類
の
ス
テ
ッ
カ
ー
合
計
５
０

０
０
枚
が
市
内
に
貼
り
だ
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」に

市
民
か
ら
意
見
続
出

　

７
月
１
日
に
は
２
部
構
成
で

「
守
口
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
市

民
集
会
」
開
催
。
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
学
校
や
保
育
所
や
幼
稚
園

が
な
く
な
る
が
、
本
当
に
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

守
口
市
職
労
は
今
後
も
地
域
集

会
の
開
催
や
市
民
ニ
ュ
ー
ス
を
発

行
し
な
が
ら
、
市
民
と
と
も
に
今

後
の
街
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

守　

口

市
職
労

市民とともに市内に5000枚張り出したステッカー


